
実績を受け、記入

今後の
課題及
び見直
し内容
（案）

実績を受け、記入

団体へ
の改善
指導内

容
（案）

実績を受け、記入

　その他～「行財政改革大綱における見直し内容」の取組み状況

見直しの分類 　－

70人

　ミッションの遂行状況の評価（令和４年度）

団体に
おける
評価

実績を受け、記入 市の評価 実績を受け、記入

300人 300人

発展途上国の育成技術者数（実績） 35人 35人 13人 80人 70人 70人

子どもの参加数（環境学習事業） 299人 327人 9人 450人 300人

R5

HP掲載 HP掲載

ごみ１トンあたりの収集運搬経費

<協会>
14,528円
<民間>

16,140円

<協会>
14,643円
<民間>

15,781円

集計中
民間業者
より安価

民間業者
より安価

民間業者
より安価

民間業者
より安価

評価・提言の周知状況（自然環境の
調査研究）

HP掲載 HP掲載 HP掲載 HP掲載 HP掲載

H30 R1 R2 R3 R4

外郭団体ミッション遂行評価票 【令和４年度活動計画】

団体名 公益財団法人 北九州市環境整備協会 所管課 環境局 業務課

R6
実績

　団体に対するミッション 　行財政改革大綱における見直し内容

　ごみ収集部門では、市民サービス水準を維持する
とともに、収集コスト面で民間委託業者を牽制する
役割を担う。
　検査分析部門では、市内唯一の浄化槽法定検査機
関としてその役割を着実に担うとともに、環境学
習・啓発・国際協力事業を積極的に展開する。

　現在、同団体は、環境保全への貢献、ごみ収集に
おける市民サービスの水準の維持、収集コスト面で
の民間への牽制などの役割を担っている。
　今後、家庭ごみの収集業務の全面民間委託化を進
める中で、委託化の進捗状況を十分に見極めなが
ら、同団体のあり方や役割を検討していく。
　検査分析部門のうち、民間と競合する部分につい
ては、今後のそのあり方を検討する。

　ミッションに基づく中期計画

3～5年後に
目指す状態

(1)ごみ収集部門では、収集コスト面での民間委託業者を牽制のほか、市と連携して安定的な
ごみ収集を支える役割を担う。
(2)検査分析部門では、環境学習・啓発・国際協力事業を積極的に展開して、参加者数、育成
技術者数の増加を図る。

目標実績 実績 目標 目標 実績 目標
主な成果指標

年度ごとの目標及び実績（太枠は最終目標年度）

実績

を受

けて

記入


